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　気管支喘息は30年前には小児疾患のなかでも入院患者数が多く，死因のワースト10に入る疾患

であったが，近年では死亡はきわめて珍しくなり，入院する患者数もかなり減少している．これは

吸入ステロイド薬をはじめとする気管支喘息の予防治療の進歩のみならず，感染症の予防，環境の

変化も関連していると考えられる．しかしながら今でも小児分野のコモンな疾患の代表であること

には変わりなく，小児と家族のQOLに大きな影響を及ぼしている疾患である．

　本特集では，Ⅰとしてまず，気管支喘息についての基本を把握するために，『小児気管支喘息治

療・管理ガイドライン2023』について解説していただいた．治療法としては急性期治療，そのなか

でも集中治療，長期管理薬，また近年重症患者への治療の選択肢として広がりつつある生物学的製

剤について，紹介していただいた．気管支喘息をアレルギー疾患と捉えるならば，アレルゲン免疫

療法が根本的な治療法となり得ると考えられるが，実際にはどこまでわかっているのか，また発症

予防としては何があり得るのか，現在までの到達点を解説いただいた．また気管支喘息は小児期だ

けの問題ではなく，成人への移行についても見据える必要があり，内科からみた移行期医療につい

ても紹介いただいた．

　次にⅡでは，気管支喘息と鑑別が必要となる周辺疾患について，疾患ごとに解説いただいた．最

初に症状として喘鳴をみとめたときに，どのように鑑別診断をしていく必要があるのか，さらに鑑

別を要する疾患として，急性細気管支炎，慢性副鼻腔炎，胃食道逆流症といった，頻度が高いもの

の見逃されがちな病態について紹介していただいた．アトピー咳嗽は小児科ではあまり取り上げら

れていないものの，気管支喘息の鑑別疾患となり得る．誘発性喉頭閉塞症，心因性咳嗽についても

鑑別疾患としておさえておきたい．これら周辺疾患の気管支喘息との相違点を把握したうえで，そ

もそも気管支喘息とは何者なのか，様々な病態の理解が進むなかで本態となるものは何か，考察し

てみた．

　そしてⅢでは，多職種による生活指導等の取り組みについて紹介していただいた．看護師による

生活指導，学校における対応，多職種が協力して運営しているサマーキャンプ，薬剤師による吸入

指導，そして医師による薬剤師との連携の動きについて紹介し，最後に薬剤師から，薬物療法にお

ける費用対効果の視点として，フォーミュラリー，ポリファーマシーを紹介しつつ解説いただいた．

　気管支喘息の日常診療に大いに役立てていただければと思う．
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